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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第６期

第１四半期累計期間
第５期

会計期間
自　平成29年４月１日
至　平成29年６月30日

自　平成28年４月１日
至　平成29年３月31日

売上高 （千円） 1,290,066 4,721,867

経常損益（△は損失） （千円） △20,024 88,716

四半期（当期）純損益（△は損失） （千円） △17,684 84,465

持分法を適用した場合の投資利益 （千円） - -

資本金 （千円） 465,038 334,913

発行済株式総数 （株） 2,404,300 2,295,500

純資産額 （千円） 873,812 631,248

総資産額 （千円） 1,856,090 1,914,704

１株当たり四半期（当期）純損益金

額（△は損失）
（円） △7.69 36.80

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額
（円） - -

１株当たり配当額 （円） - -

自己資本比率 （％） 47.1 33.0

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度に係る主要な経営指標等の推移につい

ては記載しておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．持分法を適用した場合の投資利益については、当社は関連会社を有していないため記載しておりません。

４．潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式は存在するものの、当社株式は第５期ま

では非上場であり、期中平均株価が把握できないため記載しておりません。また、第６期第１四半期累計期

間においては、潜在株式は存在するものの、１株当たり四半期純損失であるため記載しておりません。

５．１株当たり配当額については、配当を実施していないため、記載しておりません。

６．当四半期報告書は、第１四半期に係る最初に提出する四半期報告書であるため、第５期第１四半期累計期間

に係る主要な経営指標等の推移については記載しておりません。

７．平成28年８月10日開催の取締役会決議により、平成28年９月２日付で株式１株につき100株の株式分割を

行っておりますが、第５期事業年度の期首に当該株式分割が行われたと仮定し、１株当たり当期純利益金額

を算定しております。

 

２【事業の内容】

　当第１四半期累計期間において、当社が営む事業の内容について、重要な変更はありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第１四半期累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、投資

者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等のリス

ク」についての重要な変更はありません。

 

２【経営上の重要な契約等】

　当第１四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３【財政状態、経営成績の状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期会計期間の末日現在において当社が判断したものであります。

 

(1）業績の状況

　当第１四半期累計期間における当社を取り巻く事業環境におきましては、「2016年　日本の広告費」（株式会社

電通　平成29年２月23日発表）によるとインターネット広告費はスマートフォン・動画広告・新しいアドテクノロ

ジーを利用した広告が配信の浸透などにより伸長し、１兆円超え市場となっています。

　その状況の中、当社は、広告代理サービスでは、メディアグロースサービスで取り扱っている媒体である

「docomo Ad Network」や「SmartNews」等、当社において収益性の高い商品の販売を強化し、高収益体質となるよ

う取り組んでまいりました。メディアグロースサービスでは、「docomo Ad Network」の売上増加や、

「SmartNews」の販売強化により、受領するレベニューシェアの増加に努めてまいりました。また、新規製品であ

る「Columva」及び「Unipos」の製品開発及びリリースを行いました。

　その結果、当第１四半期累計期間の売上高は1,290,066千円、営業損失は14,127千円、経常損失は20,024千円、

四半期純損失は17,684千円となりました。

　なお、当社はインターネット関連事業の単一セグメントであるため、セグメント別の記載は省略しております。

 

(2）財政状態に関する説明

（資産）

　当第１四半期会計期間末における総資産は1,856,090千円となり、前事業年度末に比べ58,614千円減少いたしま

した。

　流動資産は1,212,428千円となり、前事業年度末に比べ74,169千円減少いたしました。これは主として現金及び

預金が69,955千円増加し、売掛金が153,204千円減少したことによるものであります。

　固定資産は643,661千円となり、前事業年度末に比べ15,554千円増加いたしました。これは主としてソフトウエ

アが8,255千円増加、ソフトウエア仮勘定が8,527千円増加したことによるものであります。

（負債）

　当第１四半期会計期間末における負債合計は982,277千円となり、前事業年度末に比べ301,179千円減少いたしま

した。これは主として買掛金が109,553千円、短期借入金が130,000千円、未払法人税等が24,271千円減少したこと

によるものであります。

 

（純資産）

　当第１四半期会計期間末における純資産合計は、873,812千円となり、前事業年度末に比べ242,564千円増加いた

しました。これは増資により資本金及び資本準備金がそれぞれ130,124千円増加し、四半期純損失17,684千円を計

上したことによるものであります。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 9,000,000

計 9,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末
現在発行数（株）
（平成29年６月30日）

提出日現在
発行数（株）

（平成29年８月10日）

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 2,404,300 2,443,300
東京証券取引所

（マザーズ）

完全議決権株式であり、権利

内容に何ら限定のない当社に

おける標準となる株式であ

り、単元株式数は100株であ

ります。

計 2,404,300 2,443,300 － －

(注)１．当社株式は、平成29年６月27日に東京証券取引所マザーズ市場へ上場しました。

２．平成29年７月25日を払込期日とするオーバーアロットメントによる当社株式の売出しに関連した第三者割当増

資による新株式の発行により、発行済株式総数が39,000株増加しております。
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（２）【新株予約権等の状況】

　　該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

 

（４）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（株）

発行済株式
総数残高
（株）

資本金
増減額
（千円）

資本金
残高
（千円）

資本準備金
増減額
（千円）

資本準備金
残高
（千円）

平成29年４月１日～

平成29年６月30日

(注)１

108,800 2,404,300 130,124 465,038 130,124 460,038

(注)１．平成29年６月26日を払込期日とする有償一般募集増資による新株式発行によるものであります。

２．平成29年７月25日を払込期日とするオーバーアロットメントによる当社株式の売出しに関連した第三者割当増

資による新株式の発行により、発行済株式総数が39,000株、資本金及び資本準備金がそれぞれ46,644千円増加

しております。

 

（６）【大株主の状況】

　当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。

 

（７）【議決権の状況】

①【発行済株式】

平成29年６月30日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） － － －

完全議決権株式（その他）
普通株式

2,404,300
24,043

「第３　提出会社の状況

１(1）②　発行済株式」

の内容の記載を参照

単元未満株式 － － －

発行済株式総数 2,404,300 － －

総株主の議決権 － 24,043 －

 

②【自己株式等】

　該当事項はありません。

 

２【役員の状況】

　該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期財務諸表の作成方法について
　当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令第63

号）に基づいて作成しております。

　なお、当四半期報告書は、第１四半期に係る最初に提出する四半期報告書であるため、前年同四半期との対比は

行っておりません。

 

２．監査証明について
　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期会計期間（平成29年４月１日から平成29

年６月30日まで）及び第１四半期累計期間（平成29年４月１日から平成29年６月30日まで）に係る四半期財務諸表に

ついて、新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。

 

３．四半期連結財務諸表について
　当社は、子会社がありませんので、四半期連結財務諸表を作成しておりません。

 

４．最初に提出する四半期報告書の記載上の特例
　当四半期報告書は、「企業内容等開示ガイトライン24の４の７－６」の規定に準じて前年同四半期との対比は行っ

ておりません。
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１【四半期財務諸表】

（１）【四半期貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前事業年度

(平成29年３月31日)
当第１四半期会計期間
(平成29年６月30日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 275,119 345,075

売掛金 956,180 802,975

繰延税金資産 1,700 219

その他 53,980 64,529

貸倒引当金 △382 △371

流動資産合計 1,286,597 1,212,428

固定資産   

有形固定資産   

建物 149,487 146,055

工具、器具及び備品 24,008 22,015

有形固定資産合計 173,496 168,071

無形固定資産   

のれん 7,859 7,738

ソフトウエア 231,892 240,148

ソフトウエア仮勘定 12,745 21,272

商標権 86 65

無形固定資産合計 252,583 269,224

投資その他の資産   

敷金及び保証金 189,509 189,454

繰延税金資産 12,517 16,911

投資その他の資産合計 202,026 206,366

固定資産合計 628,106 643,661

資産合計 1,914,704 1,856,090

 

EDINET提出書類

Ｆｒｉｎｇｅ８１株式会社(E33238)

四半期報告書

 7/13



 

  （単位：千円）

 
前事業年度

(平成29年３月31日)
当第１四半期会計期間
(平成29年６月30日)

負債の部   

流動負債   

買掛金 628,934 519,381

短期借入金 230,000 100,000

1年内返済予定の長期借入金 60,012 60,012

未払金 71,785 65,186

未払法人税等 28,528 4,257

未払消費税等 53,149 47,891

その他 91,082 80,587

流動負債合計 1,163,492 877,316

固定負債   

長期借入金 119,964 104,961

固定負債合計 119,964 104,961

負債合計 1,283,456 982,277

純資産の部   

株主資本   

資本金 334,913 465,038

資本剰余金 415,113 545,238

利益剰余金 △118,779 △136,464

株主資本合計 631,248 873,812

純資産合計 631,248 873,812

負債純資産合計 1,914,704 1,856,090
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（２）【四半期損益計算書】

【第１四半期累計期間】

 （単位：千円）

 
 当第１四半期累計期間
(自　平成29年４月１日
　至　平成29年６月30日)

売上高 1,290,066

売上原価 981,010

売上総利益 309,055

販売費及び一般管理費 323,183

営業損失（△） △14,127

営業外収益  

雑収入 58

営業外収益合計 58

営業外費用  

支払利息 683

株式交付費 4,634

その他 637

営業外費用合計 5,955

経常損失（△） △20,024

税引前四半期純損失（△） △20,024

法人税、住民税及び事業税 572

法人税等調整額 △2,912

法人税等合計 △2,339

四半期純損失（△） △17,684
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【注記事項】

（四半期キャッシュ・フロー計算書関係）

　当第１四半期累計期間における四半期キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半期累計

計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）及びのれんの償却額は、次のとおり

であります。

 
当第１四半期累計期間
（自　平成29年４月１日
至　平成29年６月30日）

減価償却費 28,276千円

のれんの償却額 120千円

 

（株主資本等関係）

当第１四半期累計期間（自　平成29年４月１日　至　平成29年６月30日）

１．配当に関する事項

　該当事項はありません。

 

２．基準日が当第１四半期累計期間に属する配当のうち配当の効力発生日が当第１四半期会計期間の末日後とな

るもの

　該当事項はありません。

 

３．株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記

　当社は、平成29年６月27日に東京証券取引所マザーズ市場に上場いたしました。上場にあたり、平成29年６

月26日を払込期日とする有償一般募集（ブックビルディング方式による募集）による新株式発行108,800株に

より、資本金及び資本準備金がそれぞれ130,124千円増加しております。

　この結果、当第１四半期会計期間末において、資本金465,038千円、資本準備金460,038千円となっておりま

す。

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

当第１四半期累計期間（自　平成29年４月１日　至　平成29年６月30日）

　当社は、インターネット関連事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。

 

（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純損失金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
当第１四半期累計期間
（自　平成29年４月１日
至　平成29年６月30日）

１株当たり四半期純損失金額（△） △7.69円

（算定上の基礎） -

四半期純損失金額（△）（千円） △17,684

普通株主に帰属しない金額（千円） -

普通株式に係る四半期純損失金額（千円） △17,684

普通株式の期中平均株式数（株） 2,300,282

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当

たり四半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株

式で、前事業年度末から重要な変動があったものの

概要

－

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式は存在するものの、１株当たり四半期純損失

であるため記載しておりません。

 

EDINET提出書類

Ｆｒｉｎｇｅ８１株式会社(E33238)

四半期報告書

10/13



（重要な後発事象）

（第三者割当増資）

　当社は、平成29年５月23日開催の取締役会において、野村證券株式会社が行うオーバーアロットメントによる

当社株式の売出し（貸株人から借り入れる当社普通株式39,000株の売出し）に関連して、同社を割当先とする第

三者増資による新株式の発行を次の通り議決しており、平成29年７月25日に払込が完了いたしました。

 

（1）募集株式の種類及び数 当社普通株式　39,000株

（2）割当価格 １株につき　2,392円

（3）資本組入額 １株につき　1,196円

（4）割当価格の総額 93,288,000円

（5）資本組入額の総額 46,644,000円

（6）払込期日 平成29年７月25日

（7）割当先 野村證券株式会社

（8）資金使途
1)研究開発等に係る人件費や外部委託費

2)人材の採用育成費

 

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

平成29年８月10日

Fringe81株式会社

取締役会　御中

 

新日本有限責任監査法人

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 奥見　正浩　　印

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 矢部　直哉　　印

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているFringe81株式会

社の平成29年４月１日から平成30年３月31日までの第６期事業年度の第１四半期会計期間（平成29年４月１日から平成29

年６月30日まで）及び第１四半期累計期間（平成29年４月１日から平成29年６月30日まで）に係る四半期財務諸表、すな

わち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書及び注記について四半期レビューを行った。

 

四半期財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して四半期財務諸表を

作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期財務諸表を作成し適正に

表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期財務諸表に対する結論

を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四

半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められ

る四半期財務諸表の作成基準に準拠して、Fringe81株式会社の平成29年６月30日現在の財政状態及び同日をもって終了す

る第１四半期累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかっ

た。

 

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　　上

 

 

 

 

　（注）１．上記は監査報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告書提出会

社）が別途保管しております。

２．ＸＢＲＬデータは監査の対象には含まれておりません。
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